
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
へ
の
軍
事
行
動
と
報
復
の
連

鎖
に
対
し
、
武
力
行
使
の
即
時
停

止
を
強
く
求
め
た
い
。 

　

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
は
正
当
性

を
主
張
す
る
が
、
国
家
指
導
者
を

標
的
と
し
た
こ
と
や
、
差
し
迫
っ

た
事
態
と
思
わ
れ
な
い
中
で
の
先

制
攻
撃
は
、
国
際
法
が
禁
じ
る
武

力
に
よ
る
威
嚇
お
よ
び
武
力
の
行

使
に
該
当
す
る
疑
い
が
あ
る
。国

際
紛
争
の
解
決
手
段
と
し
て
許
さ

れ
な
い
。 

　

武
力
は
報
復
で
紛
争
を
泥
沼

化
さ
せ
、
真
の
解
決
を
も
た
ら
さ

な
い
。多
く
の
子
ど
も
を
含
む
無

辜
（
む
こ
）
の
民
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
の
は
言
語
道
断
だ
。

　

紛
争
で
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
る

怨
嗟（
え
ん
さ
）は
、
次
世
代
に
わ

た
る
火
種
と
な
り
、
国
際
社
会
の

平
和
を
永
続
的
に
損
な
う
。 

　

政
府
は
、
国
際
社
会
で
築
い
て

て
き
た「
平
和
国
家
」と
し
て
、
法

の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
堅

持
す
る
立
場
で
事
態
鎮
静
化
の
外

交
努
力
を
展
開
す
べ
き
だ
。（
德
）

２
０
２
６
春
闘  

全
国
大
手
は
５
％
満
額
回
答
続
々 
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物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
の

実
現
に
向
け
、
道
内
の
行
政
・ 

経

済
団
体
・
労
働
団
体
な
ど
が
顔
を

合
わ
せ
る「
北
海
道
政
労
使
会
議
」

が
１
月
23
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ

原
資 
確
保
に
向
け
た
「
共
同
宣

言
」を
採
択
。労
務
費
を
含
め
た
適

正
な
価
格
転
嫁
や
、
本
年
１
月
１

日
施
行
の
「
中
小
受
託
取
引
適
正

化
法
（
取
適
法
）」
の
実
効
性
向
上

を
柱
に
据
え
ま
し
た
。

　

連
合
北
海
道
の
須
間
等
会
長

は
、
人
手
不
足
の
中
で
生
産
性
を

高
め
る
た
め
の
強
力
な
公
的
支
援

を
要
望
。経
営
側
も「
適
正
な
価
格

転
嫁
を
社
会
的
規
範
に
」と
応
じ
、

労
使
が
連
携
し
て
地
域
経
済
の
維

持
に
取
り
組
む
姿
勢
を
鮮
明
に
し

て
い
ま
す
。厳
し
い
経
営
環
境
下
で

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（1）

す
が
、
人
材
確
保
に
向
け 

た
賃
上

げ
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
内
の
実
質
賃
金
は
８
カ
月
連

続
で
前
年
を
割
り
込
ん
で
お
り
、

経
済
界
も
危
機
感
を
共
有
し
ま
し

た
。ラ
ピ
ダ
ス
社
の
稼
働
な
ど
新

た
な
成
長
の
芽
を
育
て
る
た
め
に

も
、
人
へ
の
投
資
と
生
産
性
向
上

が
不
可
欠
で
す
。

「
取
適
法
」で
賃
上
げ
原
資
確
保
を

　

今
後
は
、「
取
適
法
」に
あ
る「
ち

ゃ
ん
と
説
明
・
協
議
・
支
払
う
」

と
い
う
ル
ー
ル
を
浸
透
さ
せ
、
中

小
企
業
が
賃
上
げ
原
資
を
確
保
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
未
来
を
切
り
拓
く

た
め
、
労
使
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

先
行
大
手
５
％
超
え
る
高
水
準

　

２
０
２
６
年
春
闘
の
序
盤
で
は

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
を
考
慮
し

つ
つ
も
、大
手
企
業
の
満
額
回
答
が

相
次
ぎ
、
先
行
す
る
妥
結
額
は
平

均
で
５
％
を
超
え
る
高
い
水
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。中
小
企
業
の
昨
年

の
確
定
値
は
全
国
平
均
で
４
・
45

％
、
道
内
は
４
・
91
％ 

。本
年
は

全
国
的
に
昨
年
を
上
回
る
勢
い
で

す
が
、
道
内
実
質
賃
金
は
前
年
割

れ
が
続
い
て
い
ま
す

　

価
格
転
嫁
の
進
展
こ
そ
が
中
小

北
海
道
商
工
連
盟
の
執
務
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
１
日
よ
り
９
時
30
分
か
ら
16
時
15
分
ま
で
で
す
。

お知らせ

（毎月の購読料は会費に含まれています）



（２）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

価
格
転
嫁
の
進
展
こ
そ
が
中
小
企

業
の
賃
上
げ
の
鍵
で
す
。取
引
先
と

の
適
切
な
交
渉
が
、
貴
社
の
持
続

的
な
成
長
と
、
従
業
員
の
生
活
向

上
に
直
結
し
ま
す
。国
際
情
勢
は

中
東
の
イ
ラ
ン
戦
争
で
ペ
ル
シ
ャ

湾
が
封
鎖
と
な
り
、
原
油
価
格
が

急
騰
す
る
な
ど
予
想
で
き
な
い
事

　

２
０
２
６
年
春
闘
で
、
１
月
１

日
に
施
行
の
「
取
適
法
（
旧
下
請

法
）」が
中
小
企
業
の
賃
上
げ
を
支

え
る「
実
弾
」と
し
て
機
能
し
始
め

情
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、最
新
の
情

報
を
注
視
し
つ
つ
、人
手
確
保
の
た

め
に
も
価
格
転
嫁
に
よ
る
原
資
確

保
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

た
と
い
い
ま
す
。賃
上
げ
の
原
資
に

悩
む
中
小
事
業
者
に
賃
上
げ
を
す

る
と
有
利
な
補
助
金
が
受
け
ら
れ

る
道
の
支
援
策
も
含
め
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

「
取
適
法
」で
決
定
的
変
化

　
「
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法（
取

「
取
適
法
」が
原
資
確
保
へ
機
能
し
始
め
た

　

突
然
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙

と
な
り
、
36
年
ぶ
り
と
な
る
真

冬
の
過
酷
な
選
挙
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。国
民
か
ら
高
い
支
持

率
を
得
て
い
る
、
安
倍
政
治
を

継
承
す
る
高
市
政
権
や
、
右
傾

化
し
た
新
興
勢
力
と
対
峙
し
、

国
会
の
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
を
守
る

た
め
、「
中
道
」の
旗
を
掲
げ
、そ

こ
に
結
集
す
る
仲
間
た
ち
と
共

徳
永
エ
リ
の
国
会
報
告  　

国
民
の
生
活
を
守
る
政
治
へ
全
力

に
戦
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
政
界
再
編
へ
の
道
筋
を

立
て
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

新
党「
中
道
改
革
連
合
」を
立
ち
上

げ
、選
挙
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
超
短
期
決
戦
で
は
、
理

念
や
政
策
を
国
民
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て
き
た

方
々
に
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、結
果
と
し
て
支
持
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、北
海
道
で
も
大
敗
を

喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
国
会
は
、
自
民
党
一
強
の

状
況
と
な
り
、衆
議
院
で
は
３
分
の

２
以
上
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
法

案
で
あ
っ
て
も
、
衆
議
院
で
再
可

決
し
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

な
状
況
で
す
。野
党
に
と
っ
て
は

大
変
厳
し
い
国
会
運
営
と
な
り

ま
す
が
、
中
道
改
革
連
合
・
立

憲
民
主
党
・
公
明
党
の
三
党
で

１
１
０
名
と
い
う
一
定
の
勢
力

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

高
市
総
理
が
掲
げ
る
「
強
い

国
」よ
り
も
、
私
た
ち
は
国
民
生

活
の
安
心
を
守
る
政
治
を
実
現

す
る
た
め
の
政
策
提
言
を
行
い
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、こ
れ
か
ら

も
全
力
で
取
り
組
み
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

北海道商工連盟会長
参議院議員（北海道選挙区）



（３）

適
法
）」
は
旧
下
請
法
が
生
ま
れ
変

わ
っ
た
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、
元

受
け
で
あ
る
発
注
側
に
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
法
的
強
制
力
が
働
い
て
い

る
の
で
す
。

「
価
格
交
渉
」が
実
質
的
な
義
務
：

発
注
側
が
、
中
小
企
業
か
ら
の
労

務
費（
人
件
費
）上
昇
に
伴
う
価
格

協
議
を
拒
ん
だ
り
、
誠
実
に
応
じ

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
明
確
に

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。公
取
委
の
監

視
も
本
年
か
ら
さ
ら
に
厳
格
化
さ

れ
、交
渉
そ
の
も
の
を
拒
否
さ
れ
る

リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

「
手
形
」の
原
則
禁
止
に
よ
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
：
２
０
２
６

年
１
月
か
ら
、
60
日
を
超
え
る
手

形
の
交
付
や
、
現
金
化
に
伴
う
割

引
料
を
中
小
企
業
に
負
担
さ
せ
る

こ
と
が
実
質
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、
手
元
資
金
が
早

く
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

月
々
の
給
与
引
き
上
げ
に
対
応
す

る
体
力
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
流
・
運
送
業
へ
の
強
力
な
保
護
：

こ
れ
ま
で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
だ
っ
た

運
送
・
物
流
取
引
が
こ
の
法
律
の

対
象
と
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。「
２

０
２
４
年
問
題
」
以
降
の
コ
ス
ト

増
を
運
賃
に
転
嫁
し
、ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
の
法

的
武
器
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
２
月
24
日
、
日
本
の

20
企
業
・
団
体
に
対
す
る
軍
民

両
用
品
の
輸
出
禁
止
を
発
表
し

ま
し
た
。
レ
ア
ア
ー
ス
か
ら
化

学
製
品
ま
で
多
く
の
物
品
が
対

象
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
市
首
相
に
よ
る
台
湾
有
事

発
言
後
、
日
本
へ
の
レ
ア
ア
ー

ス
輸
出
の
統
制
が
始
ま
っ
て
い

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告  　
レ
ア
ア
ー
ス
実
用
化
は
大
風
呂
敷

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
強
化
さ
れ
た

形
で
す
。
防
衛
装
備
品
を
は
じ
め

自
動
車
、
機
械
、
さ
ら
に
は
ラ
ピ

ダ
ス
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

政
府
主
導
の
研
究
チ
ー
ム
が
今

年
２
月
２
日
、
南
鳥
島
周
辺
の
水

深
５
７
０
０
㍍
の
海
底
か
ら
レ
ア

ア
ー
ス
を
含
む
可
能
性
の
あ
る
泥

の
採
取
に
成
功
し
た
こ
と
を
受
け

て
高
市
首
相
は
選
挙
中
に
「
日
本

は
こ
れ
か
ら
今
の
世
代
も
次
の
世

代
も
レ
ア
ア
ー
ス
に
困
ら
な
い
」

と
街
頭
演
説
な
ど
で
複
数
回
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は

泥
の
引
き
上
げ
に
成
功
し
た
だ
け

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

で
、
多
く
の
泥
を
継
続
的
に
採

取
で
き
る
か
、
含
有
量
、
採
算

性
、
製
錬
技
術
に
つ
い
て
も
こ

れ
か
ら
。

　
「
い
つ
ま
で
の
実
現
を
見
通
し

て
い
る
の
か
」
と
の
我
が
会
派

の
代
表
質
問
に
高
市
首
相
は

「
来
年
度
の
試
験
の
結
果
等
を

踏
ま
え
実
用
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

　

自
ら
の
失
言
が
招
い
た
日
本

経
済
と
製
造
業
の
大
ピ
ン
チ
に

対
し
て
、
打
開
策
は
大
風
呂
敷

一
枚
と
い
う
実
態
が
露
見
し
た

一
幕
で
し
た
。



（４）

活
用
で
き
る「
賃
上
げ
策
」

①【
北
海
道
の
支
援
】「
賃
上
げ
環

境
整
備
等
支
援
事
業
費
補
助
金
」

（
２
０
２
６
年
度
版
）は
、
道
庁
が

実
施
す
る
最
も
使
い
勝
手
の
良
い

補
助
金
で
す
。

内
容
：
設
備
投
資
、新
商
品
開
発
、

販
路
拡
大
、Ｄ
Ｘ
導
入
な
ど
、生
産

性
を
高
め
る
た
め
の
経
費
を
支
援

し
ま
す
。

補
助
上
限
：「
促
進
枠
」最
大
３
０

０
万
円
（
補
助
率
３
／
４
）（
賃
上

げ
４
％
以
上
な
ど
の
要
件
が
あ
る

場
合
）。

通 

常 

枠
：「
通
常
枠
」
上
限
２
０

０
万
円（
補
助
率
１
／
２
）

ポ
イ
ン
ト
： 

デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
で

な
く
、古
い
機
械
の
買
い
替
え
や
店

舗
改
装
な
ど
、
幅
広
く
「
経
営
改

善
」
に
使
え
る
の
が
特
徴
で
す
。２

０
２
６
年
４
月
中
旬
頃
か
ら
の
公

募
が
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②【
国
の
支
援
】「
中
小
企
業
省
力

化
投
資
補
助
金
（
カ
タ
ロ
グ
型
）」

（
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
）
は
、

人
手
不
足
で
賃
上
げ
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
、省
力
化

（
自
動
化
）を
支
援
し
ま
す
。

内 

容
： 

配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
券

売
機
、自
動
清
掃
機
な
ど
、多
彩
な

カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
ぶ
だ
け
で
導
入

が
可
能
。

メ
リ
ッ
ト
：「
大
幅
賃
上
げ
特
例
」

を
適
用
で
補
助
上
限
額
が
最
大
１

５
０
０
万
円
（
従
業
員
数
に
よ
る
）

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

③【
国
の
支
援
】 「
業
務
改
善
助
成

金
」（
厚
生
労
働
省
）は
、設
備
投
資

（
Ｐ
Ｃ
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
、
特
殊
車
両
、

研
修
等
）と
賃
上
げ
を
セ
ッ
ト
で
支

援
す
る
助
成
金
で
す
。

２
０
２
６
年
の
特
徴
：
時
給
の
引

上
げ
額
の「
30
円
引
き
上
げ
」が
な

く
な
り
、「
50
円
」「
70
円
」「
90
円
」

の
３
コ
ー
ス
な
の
で
思
い
切
っ
た
賃

上
げ
に
有
効
で
す
。

 

具
体
的
な
活
用
方
法

　

取
適
法
の
施
行
で
最
も
強
力
な

保
護
が
な
さ
れ
た
の
は
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
運
輸
・
輸
送
業
界
で
す
。社

会
基
盤
の
根
幹
を
な
す
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
人
手
不
足
で
崩
壊
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　

２
０
２
６
年
春
闘
で
は
、
法
改

正
が
追
い
風
に
な
っ
て
「
荷
主
や
顧

客
へ
の
価
格
転
嫁
」
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。業
界
特
有
の
動
向
と
、
経

営
に
役
立
つ
公
的
支
援
の
内
容
を

ま
と
め
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
、
他

の
業
界
の
方
に
も
参
考
に
な
り
ま

す
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う

　

従
来
、
下
請
法
で
は
保
護
の
対

象
外
だ
っ
た「
荷
主
か
ら
運
送
会
社

へ
の
委
託
」が
、
新
法
で
は「
特
定
運

送
委
託
」と
し
て
、
取
り
引
き
で
強

い
立
場
に
立
つ
発
注
側
が
規
制
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

①「
荷
待
ち
・
荷
役
」
の
有
償
化

交
渉
が
法
的
権
利
： 

単
な
る
運
賃

だ
け
で
な
く
、
附
帯
業
務（
積
み
下

ろ
し
等
）
や
待
ち
時
間
に
対
す
る

料
金
を
請
求
す
る
際
、
荷
主
が
協

議
を
拒
む
こ
と
は
法
律
違
反
（
取

適
法
違
反
）と
な
り
ま
し
た
。

②
物
流
効
率
化
法
と
の
連
動
（
２

０
２
６
年
４
月
完
全
義
務
化
）： 

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
、
一
定
規

模
以
上
の
荷
主
に
は
「
物
流
統
括

管
理
者（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
）」の
選
任
や
、
荷

待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
計
画
策
定

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、
荷
主
側
も「
運
送
会
社
の
労
働

環
境
改
善
」
に
協
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
多
層
構
造
の
是
正
：
い
わ
ゆ
る

「
中
抜
き
」
が
発
生
す
る
多
層
下
請

け
構
造
に
お
い
て
、実
運
送
会
社
ま

で
適
正
な
運
賃
が
届
く
よ
う
、
書

面
交
付
や
支
払
期
日
の
厳
守
が
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
が
定
め
た
ル
ー
ル
で

　

下
請
の
立
場
は
弱
く
、
人
手
不

足
な
の
で
賃
上
げ
を
し
た
く
て
も

原
資
が
足
り
ず
、で
も
元
請
け
に
値

上
げ
を
言
い
出
せ
な
い
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
現
在
、
物
流
・
輸

送
業
界
は
運
転
手
不
足
で
す
。と

は
い
え
荷
主
と
対
等
以
上
に
渡
り

合
う
に
は
、
感
情
論
で
は
な
く
、
国

が
定
め
た
ル
ー
ル
（
標
準
的
な
運

賃
・
取
適
法
）
を
い
か
に
賢
く
引

用
す
る
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
取
適
法
の
下
で

は
、
荷
主
宛
て
の
レ
タ
ー
に「
特
定

の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
盛
り
込
む
こ
と

で
、荷
主
側
が
無
視
で
き
な
い
状
況

を
作
れ
ま
す
。

レ
タ
ー
構
成
の
ポ
イ
ン
ト

「
労
務
費
の
指
針
」を
引
用
す
る
： 

内
閣
官
房
・
公
正
取
引
委
員
会
が

策
定
し
た
「
労
務
費
の
適
切
な
転

嫁
の
た
め
の
指
針
」
に
基
づ
い
た
協

議
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
ま
す
。

「
標
準
的
な
運
賃
」
と
の
乖
離
（
か

い
り
）
を
示
す
： 

現
行
運
賃
が
国

交
省
の
示
す
水
準
か
ら
何
％
低
い

の
か
を
数
値
化
し
ま
す
。

「
別
建
て
料
金
」
の
明
示
： 

運
賃

だ
け
で
な
く
、「
荷
待
ち
料
金
」「
荷

役
（
積
み
下
ろ
し
）
料
金
」
を
別
項

目
と
し
て
提
示
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
夫
で
、荷
主
と
の
有

効
な
協
議
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

役
立
つ
情
報
の
参
照
先

　

以
下
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
し
て
お

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）



（５）

【
価
格
交
渉
・
法
律
を
知
る
】

公
正
取
引
委
員
会
（
取
適
法 

特

設
ペ
ー
ジ
）： 

荷
主
に
「
う
ち
は
関

係
な
い
」と
言
わ
せ
な
い
、
法
的
根

拠
と
な
る
Ｑ
＆
Ａ
が
豊
富
で
新
法

の
具
体
的
な
禁
止
事
項
や
、
価
格

交
渉
の
進
め
方
が
動
画
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
庁
（
適
正
取
引
支
援
サ

イ
ト
）： 「
労
務
費
転
嫁
指
針
」
な

ど
、
荷
主
と
の
交
渉
で「
こ
れ
を
出

せ
ば
話
が
通
じ
る
」
公
式
資
料
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
（
物
流
２
０
２
４
・

２
０
２
６
年
問
題
へ
の
対
策
）： 

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
荷
主
に

課
さ
れ
る
法
的
義
務
の
詳
細
が
確

認
で
き
、
交
渉
の
際
の「
荷
主
側
の

リ
ス
ク
」
を
把
握
す
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。

北
海
道
運
輸
局
：
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
皆
様
へ
「
標
準
的
な

運
賃
」の
計
算
シ
ー
ト
や
、北
海
道

版
告
示
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
：
道
内
の

運
賃
動
向
や
、
価
格
転
嫁
に
成
功

し
た
事
例
集
な
ど
が
会
員
向
け
・

一
部
一
般
向
け
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。



（６）
　

が
ん
治
療
で
、
保
険
適
用
外
の

「
自
由
診
療
」
を
選
択
す
る
患
者

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
（
２
０
２
６

年
２
月
12
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
専

門
医
の
約
９
割
が
そ
の
科
学
的
効

果
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
衝
撃

の
実
態
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の

調
査
で
は
、
専
門
医
の
６
割
強
が

患
者
か
ら
自
由
診
療
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
医
師
の
多
く
は
内

心
、
高
額
な
免
疫
細
胞
療
法
な

ど
に
批
判
的
で
す
が
、
患
者
の
意

思
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
「
中
立
的

な
立
場
」
で
説
明
し
が
ち
で
す
。

　

こ
れ
が
仇
（
あ
だ
）
と
な
り
、

患
者
側
は
「
反
対
さ
れ
な
か
っ
た
」

と
誤
解
し
て
受
診
を
決
め
て
し
ま

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

う
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
自
由

診
療
の
中
に
は
、
根
拠
が
不
確
か

な
ま
ま
「
副
作
用
が
な
い
」
と
甘

い
言
葉
で
勧
誘
し
、
容
体
急
変
時

に
は
フ
ォ
ロ
ー
も
し
な
い
悪
質
な

例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
標
準
治
療
」
は
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
た
「
現
時
点
で

最
良
の
治
療
」
を
指
し
、
世
界
中

の
膨
大
な
研
究
デ
ー
タ
か
ら
効
果

と
安
全
性
が
証
明
さ
れ
、
公
的
保

険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
科
学
的
に

最
も
信
頼
で
き
る
治
療
法
と
い
え

る
わ
け
で
す
。

　
「
先
端
」
と
い
う
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
ま
ず
は
主
治
医
と
本
音

で
対
話
す
る
こ
と
が
、
貴
重
な
時

間
と
お
金
を
守
る
鍵
と
な
り
そ
う

で
す
。

健
康
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
科
学
的
効
果
や
根
拠
不
確
か
な
も
の
が

が
ん
治
療「
自
由
診
療
」医
師
の
９
割
が
否
定
的

神
様
は
見
て
る
ぞ
見
て
る
だ
け

だ
け
ど

妖
怪
の
ベ
ラ
に
似
て
き
た
早
苗

さ
ん

動
物
園
肉
食
獣
の
や
る
気
な
さ

「
水
臭
い
」
言
っ
て
る
ア
ン
タ
息

臭
い

甘
党
は
左
党
と
違
い
癖
が
な
い

「
あ
ら
い
た
の
」
オ
レ
は
空
気
か

幽
霊
か

こ
の
体
重
金
（
キ
ン
）
に
し
た

ら
ば
十
五
億

マ
マ
チ
ャ
リ
を
立
ち
こ
ぎ
し
て
る

ヤ
ン
キ
ー
爺

見
つ
け
た
が
な
ん
で
探
し
て
た

ん
だ
っ
け

装
束
の
割
り
に
権
限
な
い
行
司

あ
り
そ
う
で
無
さ
そ
な
四
股
名

玉
の
輿

小
便
は
あ
る
が
大
便
小
僧
な
い

マ
マ
チ
ャ
リ
は
オ
バ
チ
ャ
リ
に
な

り
バ
バ
チ
ャ
リ
に

応
援
の
妻
が
代
走
草
野
球

将
棋
部
で
な
ぜ
か
腕
立
て
さ
せ

ら
れ
る

「
会
議
室
」
な
ん
て
雀
荘
あ
っ
た

っ
け （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）


